
三次トピックス地域の情報をお届け！

継
続
的
な
取
り
組
み
が
鍵

環
境
保
全
活
動
へ
寄
与

　
Ｊ
Ａ
三
次
地
域
本
部
は
米
の
消
費

拡
大
や
Ｐ
Ｒ
に
向
け
、
三
次
市
内
の

カ
フ
ェ
を
巡
る
イ
ベ
ン
ト
「
ｍ
ｉｙ

ｏ
ｓ
ｈ
ｉ
め
ぐ
り
あ
い
ｃ
ａ
ｆｅ
ス
タ

ン
プ
ラ
リ
ー
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
２
０
２

３
」
の
景
品
の
一
つ
に
三
次
き
ん
さ

い
米
（
こ
し
ひ
か
り
と
ひ
と
め
ぼ
れ

３
０
０
ｇ
ず
つ
）
を
２
０
０
セ
ッ
ト
、

無
償
提
供
し
ま
し
た
。
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
で
遠
の
い

た
観
光
客
や
利
用
者
を
集
め
、
県
内

外
の
方
に
三
次
の
魅
力
を
知
る
き
っ
か

け
づ
く
り
の
た
め
企
画
さ
れ
、
今
年

で
２
回
目
と
な
り
ま
し
た
。

　
「
カ
フ
ェ
コ
ニ
リ
ア
」
喫
茶
代
表 

加
藤
ま
す
み
さ
ん（
46
）は
「
気
軽
に

コ
ー
ヒ
ー
１
杯
か
ら
で
も
楽
し
く
カ

フ
ェ
を
巡
っ
て
、
景
品
の
三
次
の
お

米
も
併
せ
て
三
次
の
魅
力
に
触
れ
て

ほ
し
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

※�

ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
開
催
期
間
は
終
了

し
て
い
ま
す
。

　
６
月
上
旬
、
３
日
間
に
わ
た
り
期

限
切
れ
農
薬
の
誤
使
用
や
不
法
投
棄

の
防
止
な
ど
、
環
境
や
安
全
に
配
慮

し
た
農
業
を
促
進
す
る
た
め
農
業
用

廃
棄
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
や
ビ
ニ
ー
ル
、

小
農
機
具
、
期
限
切
れ
農
薬
、
使
用

済
み
容
器
な
ど
の
分
別
回
収
を
行
な

い
ま
し
た
。
利
用
者
は
Ｊ
Ａ
職
員
か

ら
適
切
な
分
別
な
ど
の
指
導
を
受

け
、
利
用
者
の
環
境
保
全
意
識
の
定

着
に
も
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。
利
用

者
の
山
森
龍
成
さ
ん
（
69
）
は
「
農

業
で
ど
う
し
て
も
出
る
廃
プ
ラ
や
不

要
品
な
ど
処
分
が
難
し
い
も
の
を
処

理
し
て
頂
け
る
の
で
大
変
助
か
る
」

と
話
し
ま
し
た
。
Ｊ
Ａ
ひ
ろ
し
ま
三

次
地
域
本
部
購
買
課　
高
尾
裕
二
課

長
は
「
環
境
に
配
慮
し
た
保
全
活
動

の
一
環
と
し
て
、
地
域
で
安
心
し
て

農
業
を
続
け
て
い
た
だ
く
た
め
に
、

今
後
も
継
続
し
て
取
り
組
ん
で
い
き

た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

▲廃棄物を運ぶ職員ら

▲�景品の三次きんさい米と
　カフェコニリアの加藤さん

楽
し
く
巡
っ
て
地
産
地
消 

カ
フ
ェ
巡
り
×
三
次
産
米

第
２
回 

ｍ
ｉｙ
ｏ
ｓ
ｈ
ｉ
め
ぐ
り
あ
いc
a
fe
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　
三
次
市
の
神
杉
地
区
自
治
会
連
合
会

と
神
杉
大
田
植
実
行
委
員
会
は
同
市
高

杉
町
の
水
田
で
６
月
11
日
、
地
域
に
古

く
か
ら
伝
わ
る
田
植
え
を
再
現
す
る
催

し
「
第
18
回
神
杉
大
田
植
」
を
開
き
、

地
域
住
民
や
関
係
者
な
ど
約
５
０
０
人

が
集
ま
り
ま
し
た
。
サ
ン
バ
イ
（
田
の

神
様
）
お
ろ
し
の
神
事
を
行
な
っ
た

後
、
華
や
か
な
装
飾
の
花
牛
３
頭
が
水

田
17
ａ
の
代
を
か
き
、
地
域
住
民
ら
サ

ゲ
衆
14
人
が
太
鼓
を
打
ち
鳴
ら
す
中
、

専
用
の
装
束
に
身
を
包
ん
だ
早
乙
女
40

人
が
田
ん
ぼ
横
一
列
に
並
び
、
田
植
え

唄
や
は
や
し
に
合
わ
せ
て
は
、
も
ち
米

の
苗
を
植
え
ま
し
た
。
同
会
の
会
長
の

有
田
雅
俊
さ
ん
（
73
）
は
「
神
杉
大
田

植
が
触
れ
合
い
の
場
と
し
て
少
し
で
も

地
域
活
性
化
に
繋
が
れ
ば
嬉
し
い
」
と

話
し
ま
し
た
。

▲代かきをする花牛

稲
作
文
化
、鮮
や
か
に
再
現

神
杉
大
田
植

　
Ｊ
Ａ
三
次
地
域
本
部
の
農
業
塾
「
あ

す
な
ろ
う
塾
」
は
６
月
１
日
、
㈱
Ｊ
Ａ

ア
グ
リ
三
次
の
圃
場
で
第
３
回
の
講
座

を
開
き
、
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
の
収
穫
・
選

果
実
習
を
行
な
い
17
人
が
参
加
し
ま
し

た
。
同
社
の
職
員
や
農
業
研
修
生
か
ら

収
穫
や
選
果
の
や
り
方
を
学
ん
だ
塾
生

ら
は
実
際
に
ハ
ウ
ス
の
中
で
収
穫
作
業

を
体
験
。
収
穫
し
た
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
は

塾
生
自
ら
、
同
社
の
選
果
機
を
使
い
選

別
し
、
２
０
０
ｇ
程
度
に
な
る
よ
う
結

束
し
、
実
際
に
産
直
市
な
ど
へ
出
荷
す

る
荷
造
り
を
体
験
し
ま
し
た
。

　

塾
生
の
清
水
り
ほ
さ
ん
（
30
）
は

「
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
が
実
際
に
栽
培
さ
れ
て

い
る
様
子
を
初
め
て
見
て
、
収
穫
作
業

を
体
験
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
実
際
に

自
分
で
も
栽
培
し
て
み
た
い
」
と
笑
顔

で
話
し
ま
し
た
。

▲収穫作業を体験する塾生（広島県三次市で）

ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
収
穫
体
験

「
第
３
回
あ
す
な
ろ
う
塾
」
開
催

三次地域本部
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たんぽぽの会総会
三原会長を再任

野菜当てクイズと
農業体験で楽しく交流
ＪＡ女性部三次地区本部フレッシュミズ部会

吉舎支部・松岡ゆかりさん　
ＪＡ広島県女性組織活動
体験発表で優秀賞

ＪＡ女性セミナー開講　

　ボランティア組織「ふれあい助けあい組織たんぽぽの
会」は６月２日、三次市の農協会館で第27回総会を開
き、役員改選で会長に三原明美氏を選任しました。総会
は会員、関係者ら約50人が参加し、活動計画など３議案
を承認されました。今年度も行政、社会福祉協議会など
関係機関と連携し、地域のニーズにあった高齢者の生き
がい活動、助け合い活動を展開していきます。
　「たんぽぽの会」は1997年に組合員、女性部、地域住
民が連携して発足。現在会員652人（2022年）が一支
部一福祉活動をスローガンに、管内18支部で福祉施設の
草取り作業や手づくりプレゼントなど、地域に密着した
福祉活動を行ない、様々な福祉活動を通じて、コミュニ
ティづくりや高齢者福祉の活性化など、地域に確かな絆
が生まれています。

　フレッシュミズ部
会は部員間の絆づく
りを目的に６月３
日、部員らやその家
族15人が参加し、
農業体験の一環とし
て昨年から始めたサ
ツマイモの定植作業
を行ないました。今

年は農業に興味関心を持ってほしいとサツマイモの植え
付けが終わった後、農業体験圃場に栽培されている野菜
を題材にした野菜当てクイズも実施しました。ズッキー
ニやニンニク、玉ねぎなどすでに収穫間近な野菜からニ
ンジンやトウモロコシなど、まだ植えて間もないものま
でをクイズとして出題。参加した部員やその家族らは試
行錯誤しながらヒントを参考に回答しました。参加した
児童らは「ズッキーニが実際に成っている様子を初めて
見た」「トウモロコシの苗ってかわいい」等、感想を話し
ました。同部会の松岡ゆかり会長は「部員間の交流を深
めるきっかけづくりだけでなく、子ども達を含め食と農
に興味を持つ機会になれば嬉しい」と笑顔で話しました。

　ＪＡ広島県女性組織協議会は６月12日、広島市で
ＪＡ女性組織活動体験発表会が開催されました。県内
の女性部員９人がそれぞれの組織や地域の活性化に向
けた活動について発表し、ＪＡひろしま女性部三次地
区本部吉舎支部の松岡ゆかりさんが発表され優秀賞を
受賞しました。
　松岡さんは、「フレミズは私にとっての吉

よ
き舎

やど
り」

と題して、フレッシュミズ部会の活動の中で、人と人
との繋がりの大切さや部員間の交流を通じて松岡さん
自身も前向きに心境が変化していったエピソードを発
表。フレッシュミズ部会の立ち上げに携わったことを
きっかけに、日々の体験活動に加え、吉舎女性部員間
で受け継がれてき
たよもぎ粉づくり
を体験する等、活
動がＪＡや地域と
の関わりを広げて
いったことを紹介
されました。

　６月９日、三次市の農協会館大ホールで2023年度
ＪＡ女性セミナーの開講式を行ない、受講生66人が
参加しました。
　同セミナーは、女性の資質向上と共に健康で明るく
豊かなくらしを築くことを目的に毎年６回の講座を開
いており、昨年より20人余り多い受講者数となり、
開講式の後に行なわれた第１回の講座では、体験講座
として数種類の多肉植物を一鉢に植える「多肉植物寄
せ植え」づくりを行ないました。受講生は数種類の多
肉植物を選び、講師の指導を受けながら一人一人、想
像を膨らませながら配置し、オリジナルの寄せ植え鉢
を完成させました。
　受講生は、「セミ
ナーで皆と共に楽
しく学べてよかっ
た。世界で一つの
多肉植物の寄せ植
えが完成して嬉し
い」と満面の笑顔
を見せました。

◎
刈
り
取
り
後
の
管
理

◎ 

刈
り
取
り
は
籾
の
黄
化
を
確
認
し
、
適
期
刈

り
取
り
を
行
な
い
良
質
米
生
産
に
努
め
ま

し
ょ
う
。（
収
穫
適
期
の
目
安
は
２
０
２
３

年
Ｊ
Ａ
三
次
水
稲
栽
培
こ
よ
み
を
ご
確
認
く

だ
さ
い
。）

◎ 

稲
刈
り
後
は
、
雑
草
対
策
や
土
づ
く
り
を
行

な
い
、
次
年
度
の
作
付
け
に
備
え
ま
し
ょ

う
。

【
除
草
剤
に
よ
る
雑
草
対
策
】

　

塊
茎
で
増
え
る
ク
ロ
グ
ワ
イ
や
オ
モ
ダ
カ

は
、
稲
刈
り
後
、
再
度
雑
草
が
伸
長
し
草
丈
20

㎝
以
上
に
な
っ
た
状
態
で
、
緑
色
の
茎
葉
部
に

除
草
剤
散
布
を
行
な
い
、
塊
茎
の
形
成
を
阻
害

さ
せ
ま
し
ょ
う
。

除

草

剤

ラ
ウ
ン
ド
ア
ッ
プ

マ
ッ
ク
ス
ロ
ー
ド

適
用
場
所

水
田
刈
跡

10a当り
使用量

薬　
　
量

５
０
０
～
１
，０
０
０
ml

希
釈
水
量

50
～
１
０
０
L

使
用
時
期

雑
草
生
育
期

使
用
回
数

１
回

【
土
づ
く
り
】

　
翌
年
の
良
質
米
生
産
に
向
け
て
赤
枯
れ
症
な

ど
を
軽
減
す
る
た
め
、
稲
刈
り
後
は
稲
ワ
ラ
腐

熟
促
進
剤
な
ど
を
散
布
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、

土
づ
く
り
資
材
等
の
施
用
を
行
な
い
、
地
力
向

上
を
図
り
ま
し
ょ
う
。

① 

稲
ワ
ラ
の
腐
熟
促
進
：
秋
～
春
期
（
稲
刈
り

後
～
３
月
）
に
稲
ワ
ラ
腐
熟
促
進
剤
を
施
用

し
耕
う
ん
す
る

　
・
ワ
ラ
ク
サ
ー
ル
粒
剤 

15
ｋｇ
／
10
ａ 

又
は

　
・
ア
グ
リ
革
命
（
細
粒
） 

2
ｋｇ
／
10
ａ

②
土
づ
く
り
肥
料
の
施
用
（
10
ａ
あ
た
り
）

　
・
堆
肥
１
０
０
０
ｋｇ

　
・
ミ
ネ
ラ
ル
Ｇ
又
は
ケ
イ
カ
ル

　
　
毎
年
施
用
の
場
合　
１
２
０
ｋｇ

　
　
隔
年
施
用
の
場
合　
２
０
０
ｋｇ

野
　菜

た
ま
ね
ぎ

◎
播
種
時
期
か
ら
定
植
時
期
の
管
理

【
作
型
の
目
安
】

※
品
種
や
圃
場
条
件
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
。

作
型

品
種
の

例

播
種

時
期

定
植

時
期

収
穫

時
期

早
生

マ
ッ
ハ
９
月

中
下
旬
11
月

上
中
旬
５
月

上
旬
～

中
生

タ
ー
ボ�

ア
ト
ン
９
月

下
旬

11
月

中
旬

６
月

上
旬
～

中
晩
性
・�

晩
生

ネ
オ

ア
ー
ス
９
月

下
旬

11
月

中
旬
～�

下
旬

６
月

下
旬
～

※��

マ
ッ
ハ
、
タ
ー
ボ
、
ア
ト
ン
、
ネ
オ
ア
ー
ス
は�

タ
キ
イ
種
苗
の
品
種
で
す
。

【
苗
づ
く
り
】

・ 

本
圃
面
積
1
ａ
あ
た
り
、す
じ
播
き
で
５
㎡
～

６
㎡
程
度
の
苗
床
が
必
要
で
す
。

※ 

本
圃
面
積
1
ａ
あ
た
り
の
定
植
本
数
の
目
安

は
２
，５
０
０
本
～
３
，０
０
０
本
程
度
で

す
。

【
苗
床
の
施
肥
】時

期

肥
料

施
肥
量

土
づ
く
り

肥　
　
料
播
種
の

１
カ
月
～

２
週
間
前

完
熟
堆
肥
30 

kg
╱
10
㎡

苦
土
石
灰
1.5 

kg
╱
10
㎡

基　
　
肥
播
種
２
週

間
前
ま
で

や
さ
い

化
成
１
号
１ 

kg
╱
10
㎡

・ 

土
づ
く
り
肥
料
・
基
肥
の
施
用
後
は
耕
う
ん

し
、
土
と
な
じ
ま
せ
ま
し
ょ
う
。

【
播
種
の
ポ
イ
ン
ト
】

・ 

各
品
種
の
播
種
時
期
を
確
認
し
、
早
播
き
・

遅
播
き
は
避
け
、適
期
に
播
種
し
ま
し
ょ
う
。

・ 

播
種
前
日
に
苗
床
に
十
分
か
ん
水
し
、
播
種

当
日
は
、
条
間
8
㎝
～
10
㎝
、
播
種
間
隔
1

㎝
程
度
で
、
す
じ
播
き
を
し
ま
し
ょ
う
。

・ 

厚
播
き
に
な
ら
な
い
よ
う
に
丁
寧
に
播
種

し
、
覆
土
は
1
㎝
以
下
と
な
る
よ
う
に
薄
く

行
な
い
ま
し
ょ
う
。

・ 

乾
燥
防
止
の
た
め
、
苗
床
表
面
に
、
も
み

殻
、く
ん
炭
な
ど
を
敷
く
と
よ
い
で
し
ょ
う
。

【
播
種
後
の
管
理
】

・ 

播
種
後
か
ら
出
芽
す
る
ま
で
は
、
晴
天
が
続

く
よ
う
な
ら
、
毎
日
か
ん
水
を
行
な
い
、
土

壌
水
分
を
維
持
し
ま
し
ょ
う
。

・ 

出
芽
以
降
も
、
土
壌
表
面
が
乾
い
て
き
た
ら

か
ん
水
を
行
な
い
ま
し
ょ
う
。

【
定
植
圃
場
の
準
備
】
施
肥
の
目
安

時
期

肥
料

施
肥
量

土
づ
く
り

肥　
　
料
定
植
の

１
カ
月
～

２
週
間
前

完
熟
堆
肥
２００ 

kg
╱
a

苦
土
石
灰
15 

kg
╱
a

基　
　
肥
定
植
２
週
間

前
ま
で

や
さ
い

化
成
１
号
７ 

kg
╱
a

・ 
土
づ
く
り
肥
料
施
用
後
は
耕
う
ん
し
て
、
土

と
な
じ
ま
せ
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

・ 

基
肥
施
用
後
は
耕
う
ん
し
、
畝
幅
１
３
５
㎝

程
度
の
畝
立
て
を
行
な
い
ま
し
ょ
う
。

【
定
植
】

・ 

定
植
苗
は
、
育
苗
日
数
が
55
日
前
後
で
、
草

丈
が
25
㎝
前
後
、
茎
の
太
さ
が
5
ｍｍ
～
７
ｍｍ

程
度
、
１
０
０
本
重
量
が
３
７
０
ｇ
～
５
０

０
ｇ
程
度
の
苗
が
理
想
で
す
。（
図
１
）

・ 

と
う
立
ち
を
防
ぐ
た
め
、
生
育
過
剰
の
苗

や
、
大
苗
で
の
定
植
は
避
け
ま
し
ょ
う
。

・ 

畝
幅
１
３
５
㎝
程
度
の
畝
に
４
条
植
え
と

し
、条
間
20
㎝
、株
間
は
晩
生
品
種
で
10
㎝
、

早
生
品
種
・
中
生
品
種
で
12
㎝
を
基
準
に
植

え
付
け
ま
し
ょ
う
。

【
定
植
の
ポ
イ
ン
ト
】

・ 

植
え
る
深
さ
は
２
㎝
～
3
㎝
と
し
、
葉
の
分

岐
点
よ
り
上
に
土
を
か
け
な
い
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。

・ 

定
植
後
は
十
分
に
か
ん
水
を
行
な
い
ま
し
ょ

う
。

・ 

定
植
後
５
日
間
程
度
は
乾
燥
す
れ
ば
か
ん
水

を
行
な
い
、
活
着
を
促
し
ま
し
ょ
う
。

水
　稲

▲�完成したオリジナルの多肉植物
　寄せ植え鉢と受講生

▲�野菜当てクイズ

▲�応援に参加されたみなさん▲開会の挨拶をする三原会長

草丈
25㎝前後
ぐらい

直径
５～７㎜
ぐらい

深植えを
しない

図１

定
植
苗

営農情報
三次地域本部三次地域本部
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今後とも変わらぬご愛顧をいただきますようよろしくお願いいたします。
たくさんのみなさま方のご応募お待ちしております!!

お知らせ

９月のお知らせ
カレンダー

９月23日（土･祝） 
ふれあい活動
（訪問日）

産 地 紹 介
（�ＪＡひろしま三次地域ぶどう振興協議会）とは？
ＪＡひろしま三次地域本部管内の三次ピオーネ生産組合、みらさ
かピオーネ生産組合、三次市ぶどう部会、ぶどうの里づくり部会
の生産者で組織しています。
三次盆地の標高差と寒冷な気候を生かし７月の昼夜の温度差に
より着色が良く糖度も高くなるため、ふどう栽培に適した環境と
なっています。
現在では約57haの面積で品種はピオーネ・シャインマスカット・
安芸クイーン・ベリーＡなどを栽培しています。

ＪＡひろしま三次地域ぶどう振興協議会より

三次産「ぶどう」
プレゼント！

抽選で20名様に

※品種、生産者の指定はできません

■応募期間 　令和５年８月26日（土）～�９月８日（金）※当日消印有効
■応募方法 　�郵便ハガキ又は各支店窓口にあります応募用紙に、住所・氏名・電話番号を明記の上、ご応募ください。
　　　　　　　※�ご応募はお一人様１口までとさせていただきます。ご記入いただいた個人情報（住所・氏名・電話

番号）は、本キャンペーンの抽選、賞品発送を目的に利用させていただきます。

　　　　　　　●郵便ハガキ　〒729-6213　三次市廻神町3370番地
　　　　　　　　　　　　　　ＪＡひろしま三次地域本部　営農販売課　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　ＪＡひろしま三次地域ぶどう振興協議会事務局キャンペーン係　宛
　　　　　　　●応 募 用 紙　�各支店窓口　
　　　　　　　�厳選な抽選の上、ご当選者の発表は賞品の発送（９月中旬～ 10月上旬予定）をもってかえさせていた

だきます。
　　　　　　　　　　事務局　ＪＡひろしま三次地域本部　営農販売課　0824-66-3804

１箱
（2㎏入り） 

■お問い合わせ先

■当選発表

■応募宛先・応募用紙提出先

JAひろしま三次地域ぶどう振興協議会
　　（三次ピオーネ生産組合・みらさかピオーネ生産組合・三次市ぶどう部会・ぶどうの里づくり部会）

※放送内容（予定）は変更になる場合もあります。

㈱三次ケーブルビジョンコミュニティチャンネル

農業情報番組ガイド
放送時間　7：00～7：15・12：00～12：15・19：40～19：55

111ch

放送日 内　　容 担当者

9月�4�日（月）～9月10日（日） 水稲刈り取り後の管理と
白ねぎの栽培管理について 朝日

9月18日（月・祝）～9月24日（日） 秋まき野菜の栽培管理について 惣藤

農業情報
番組の
ご案内

三次地域本部
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